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字幕利用アプリケーションの展開

放送経由は従来通り、インターネット経由は原則フリーで提供
APIは放送事業者の意向でコントロール
インターネット経由の提供物はベストエフォート、責任を問わない

放送事業者 字幕翻訳

受信機 字幕利用アプリケーション

放送 インターネット
多数のAppが

登場することが重要

API
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Platform

Platformの価値
デジタル･アーキテクチャではアプリケーションがユーザ価値を形成
多様なアプリケーションの獲得 =多様なアプリケーションが多様なユーザを呼ぶモデル

ユーザの利用そのものが価値を形成し、ユーザ主導の市場構造へ
参加するユーザの獲得 =利用が利用を呼び、ユーザがユーザを呼ぶモデル

ユーザの参加で
さらに価値が拡大

App App App App

Platform

App
多様なAppで
価値が拡大

Appが少ないと
価値が限定される

Platform価値・大Platform価値・小

一体モデル

Google Mapsの事例
2005年サービススタート、当初はGoogle Maps APIも無償提供
→ 
2012年からGoogle Maps API商用利用を課金制へ移行
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字幕利用例 - ガラポンTV
地デジ8局×120日間、全番組録画
自宅に設置する全番組録画機
８チャンネル分のテレビ番組(ワンセグ)を24時間×2週間(最大120日間)保存できる

スマートフォンやPCで、いつでもどこでも再生
録画したテレビ番組はiPhone/iPad/、Android、PC（Win/Mac)などの機器で、
インターネット経由で視聴できる（3G回線、海外、ダウンロードして圏外でも再生可能）

番組の中身まで検索できる最強のテレビ検索
番組タイトルや説明文の他、番組内のテキスト情報まで検索できる

ソーシャルネットワークで共有
番組情報をユーザ同士で共有し、みんなのレビューや評価で面白い番組が発見できる

字幕全文表示＆頭出し再生
番組の開始から終了までの全字幕データを一覧で表示し、該当箇所をクリックすると
その場面から再生される
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ガラポンTVサイトのイメージ
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